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山 ノ 布村市中 示申
鍵長Z村ユ 岡
山棟；字跨鏡 ト 同神、 l司蛇 ヲ不lJ リ 山 精錬岡

腹包佐般 J、 一異山鍍鍍括保津飛 v ノ 山 鎖
山 ,;;i:. ノ 町騨 ノレ 測 ヲ、 、

位茂比前ごノ 園 モ 量調

｜住ノ卒5鹿主吉3 ノ ユ査 山
鑓知大工時マ城キ置 ア 基セ

山 ク富3吉郡 ノレ ヨF ノV、 、
長採井 ケ触 へ其 J、

棟鍵ニ 原津 ジ嘗明、
鎖直伊f二町 時治、．

農山域西：ッ同 ノ 四、 、
下ノ 森3屋郡 股十 r .. ~ 、

務ノ 虞茂モ東阿 況二、
本 キ岩漆曾 ヲ 年 技

鍍ユ弁 山布 示十 白H
、．

山亙谷士F村 Jミ 一、
里子等 ν 及跡及 モ 月

ヲ ノV 下主津越 ノ ナ

合ノ、 ノ Jll 中 ナ リ 国
、 、

併元本7東園 レ 而
勢

セ ノ ヲ 茂上 .＞、 シ’

JV 神合住新： 現ア ヲた、
カ 岡 、司、 杉川女 時坑

潟鏡幅山郡 ノ 内 NB 、
ナ 山 j畢阿幅 放闘、
リ 漆村官 j草 況ノ、
、



t佐 ヲ紳 積他耕平道使ニ位現

積受岡 鹿雪 J、道坦 ト 電里 ジ時

シ ケ鐘 間甚荷 ナ稀信ナ是事

第潟山 ヨ タ 車沿 リ シ局 リ ヨ 務、 、

一 ユ附 一 J1 ジ叉 ヒ 古 プ ア舶 ') 所一 一
紀准近 富 ~ 六川北 J1 津区 J、

、
ユ卒 ノ、 山 1$馬里町方交町域般

至原飛地市ユ 車乃及宮通 ノ 持E

リ ト 騨 ヲ 犠 ーー 至高山線川北町

プ ナ高形経 ヲ 捺十山市路郵端 ノ

土ノV 原 F「プ 用 リ 里町 一 ニ便東北
t也カ ノ 第紳 ヒ 富 ノ ＿，・、 至 J、電茂東

著如ー 版戸又山間柏士ノv ~ 信住方
ジ ク部 港時市ニ原三間域局ュ二

ク其
妻 、

一 ニニニア峠行ノ銀至十
上後

P.~ 
シ ）至交披リヲ程西行 ；v 町

、 、
昇 ノ プ ノν 遁出物隔十端運間 ノ

ジ海珠 間会 ジ資ア 四 ヲ主主約鹿

タ浸羅 ータ 是 ノ、 、 里縦業四間、
リ ニ紀 噸杜 ヨ 鹿其庵走店里 一、 、
故様前 ニ絶 リ 間南谷ス等同 ア、
ーー リ 飯 付ス 汽東西峠ノV ア 東 リ

山 プ 一 五ノV 車茂方 ヲ 牒 リ 端 プ、
岳窪長 固 ::r ユ住叉除道東下回

地地時 ヲ ト 積問 ，，、 ケ ア ー刀＆＆とv・ ノ 域

タ ーー ノ、 ι 要 ア 載 J、南 .＞、 リ 住本ノ、
ノV 珠浸 J毛 リ .A 軌 方道越 ーー ーー 南、 、

一 羅倣 ト 蓮各道ニ 路中 ζε 至東

係紀作 云搬季ニ位概東亦ノV 端

フ 層丹j フ 費 J、其 ジ ネ街郵間 ーー



嶺坑及 ジ rm ノV ヲ 後其 方横山北ス、
ナ ノ 長 ク チ 西形土南 隠距r~由端高
9 地棟是 栃方成地束 域 司z ノ ーー 原

ト 域 Ill レ 洞 一 セ ノ 部 ，，、 フ 1..IJ ア 4性

J屯 .＞、 一甲 蓋 区 帯 9 上 ヲ 更 レ’間 JV 一、
飛面 るノ 域 ノ 高昇栃よニ プ ノ 池 ジ

騨 ス奮 ノ 地原 ーー 洞号鹿南 山 ノ 7 、
越ノV iilJ 前三 J、， JIJ 従匝 間 北地 山 lll 
中 所床卒5常本 ヒ 域 － ー ノ .＞、 頂、
ノ ~・、 附大 ーー 流其 ト 於二約和 一
園 蹴近通念及基鵜 ブ ~~南 高大

界 ジ 一 洞傾跡盤 ジ 高 ト 北 ク ナ、
山 プ 於 漆斜津 ヲ 北 原 ナ ーー ジ ;v 

脈緩 うf 山 ヲ 川浸西 )1¥ v 蓮 ブ 高

ノ 斜 JV 匝 ナ ，晶、 蝕 T垣 － ー リ 亙海低、
山 ジ浸 域 .7. 其 三毛 域 注北 _;i:, 抜 ノ

麓殊蝕 ノ モ 趨ノV ヲ ク 方 JV 四差

－ ー ーー 憂 栗？山 -Wtl ::r 漆所医 エE 千 ナ

賞伊地 木4腹ナ ト 山 ノ 域高五ク
4安

ヲ 西 ナ 卒也ユ、ラ 9 激匝 鹿 .＞、原百唯

珠川 フ i度差 ト ジ域 問之川尺其

羅 ヨ 、.／ 住地 ス ク ト 谷 ヲ ノ 内南、 、
意己 ヲ 然 匝 ヲ 故概云 ノ 茂支外端

屠東 ノV 域形 ーー ジ フ 潟住流 ア、
ヨ 方 一 ノ 成 高 プ I可 ユ匡跡 リ ア、
9 郎東天5ス 原溝流 二域津而ノV
成 チ 方 戸トノV Jll 放 J、 分 ト ) lj シ 摺

レ 下伊平2所 ーー ノ 第 セ都 ノ プ 鉢

JV ノ 西 等 ア 面深二 フ 三／ 潟摺 山

卑 本川 著 リ ス谷紀 レ南 ーー 鉢叉、



ノV リ 本 一ノ 九 I可 ト 二え 外狭河、
一 シ 山 百差百床 .A 鍍 ノ 小流

及 カ ノ 尺三五 ノ 山所 ナ ノ、

ヒ まn沿 ノ千十 高 事 ーー レ溝

耕． ク 革 一下尺尺 サ 務河 I' 放

屋嘗 ユ（イ） 方内 ナ 鹿 所段 モ ノ、
宗時就 ニタト リ 問 坑股鹿深

貞越 7 J凡r:r 沿開ア ト － ー 夫 ノ 関谷
e 、

十 同IJ ノ、 革撃 P 雄於 長平東 ヲ
、

ノレ 国詳

平及
セ栃 モ ブ 屋地漆形、

司と 大 ナ フ洞 山 海 選 ア 山成

ノ 野 フ 産 レ坑頂抜 鏡 リ 東 ス、
茂 ノ サ 右買 タノ ノ 千 所而茂 JV 

司．
住城 ν ;v人高二 製 手／ 住 "!: 、
村主 ト モ番 サ 十 錬 ブ 杉 ノ

ーー 金モ ノ坑四 尺 所杉 山 多、
~ 森天 ナ遁千士 等 山等 キ

リ 氏正 リ J，、 尺 ーー ，，、 ノ － ー ヲ
プ 飛年 鍍内於 皆上？. ~ 、 以

増騨間 床外 プ 是平f河 ブ
ラ

谷国 ヨ ノ ナ 九 等 床河

ーー ヲ リ 露ノV 百 ノ J、 ヨ 流

鍍征鍍 頭 ヲ A 牽二 リ － ー
床定業 ヨ 以十 地段高沿

ヲ
Z‘ "' 漸 リ プ 尺 及 ノ キ ヒ、

按 プ ヨた 低山 茂 河階 ::r 平 同

見領盛 当そ 頂住 段段 ト 地

シ 主大 τ2 ト ーー － ー ヲ 百極
次 ト ト ト 高於 ア 形尺メ

7 ナ ナ 千匝 プ リ 成 内 7 



十茂
採 ノV 悲 鍍 鍵 岡 ノ 十 _A 鍵瀧 i也

七住 持z ーー 況残 山 茂二一ノレ業金 ノ

己宗 賞 至 ーー 存 一 住鍍年 モ 盛 山 山、 、
丑貞 時 リ 陥 ミノ 於爾 山 － ー ノ 大ニ和
主f・ 11. ノ ブ レ 其 ク 鍍 ト 至 ア ヲ 谷佐
図飛

扶 ノV 鍍 JV 山 ナ ノV リ 極金保ヲ

主 E思 ，，．ー、

金闘
況 リ モ 量 銀 ヲ リ 間 ジ メ 山 今

〆’ー、
森 吉 ヲ 本 明 大 鉛合明本モ タ b ←E ノ

長城 描 邦治 ナ 鍍併治山興 y ノ 大
近君1t 寓 屈 四 ノv

、
ノ ジ 二附康元大富

侯高
セ 指十 ーー 良 プ 十近常磯谷附

原
年係 鏑紳五 ノ ナ年及逗シ ノ

f上郷 、、副〆

へ東 ト 鉛以 フ J、 同年数 ク 間六等

娃 ト務 J屯 直後 .A 採鎖三多復飛厩 ノ

ら伎 鉛議銀 音量 山井 ノ タ騨警外｜
賜の 鋳鍍 山 セ 合鋳昔ー ヲ 本
豪

山 ノ ト フ 命名区
日々閉鎖金氏

森に
ト 方 ジ v 名曾山ノ 接山

耳日＝ミ・し 成法 ブ 閃 セ 批二観領 三ノ 以

良 -c v τ｝ 稼 亜 リ ノ 井 ナ ト タ 外
匂3・、』. 総 リ 改行 鉛而有組 ジ ナ リ ノ

云毘
、 、 、
左良 二~ 鏡 シ ト ノ 明 リ 後 zr‘』、 彦

治爾 宗湯－ ー ジ JV ヲ ア ナ 有
敏次

坑 Im 替亜 ::r 多 明 リ 十来貞銅

あ宗 記鉛 ト 量治明 蹄九麗嘗 山
重1

、
関員 － ー 鍍能 －・・ 一 治 ジ 年此園森一
望盤 、』. 

様 ヲ .＞、 合十四紳 ヨ I也 ヲ 部
し云

選 サ 年十岡 去金9 メ リ 一専ふ 、

ら ヲミ 往出 ノV ノV 頃年茂 同稼ノV 山

之軍 年 ス ノ 貧本紳住 二行 迄 上
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入 御 ーー し tJ、 も ガ 宛 戸 谷

ぷ1 五 村 賓 飛 越 身 美 f伊 富貴 U.! ず

2雲 耳目 ヲ 鐘 j嘩 前 麗 表 稜 坑 育iJ 3主

守 入
寛 事ま 闘

敦及 ル 門 む 数 2fi 開
iiJ 入

大
賀 Ir t盈 te 、、．> 百 山 坑

m 選 飛 永 湧 ノゾ め 建 ヱ4 軍主 北 す

法 努車
年 出 野 退 ・．、 威 て 4、 tl1 21' る

t市 園 間 鑑 君R 去 、、．2島 頗 成 放 耳民』ミ 山 数

長 金 ト ーー 嘉 す 1.,. る 亥 良 j'!ll 芝、－ 筒

l!i 森 ス 接 JI¥ 
:z:; 察 批 '1) 最 の 深 ~Ji" 

家 友之 し すよ 方 開 山 就
;v L〆 村 ） 

陵 及 富 坑 の t11 
＝， ，、 一 長 先 四 有 寸 一 五L一 一

天 慶 天 ト 高官 谷 十 之 ：均 1e る L[J 7景
和 長 正 左 記 一一 一

耳日zミ， 極 所 最 住

ー十 年良 角 め 後
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凶 -r 録 浦 一 池，ノ

む 一 一 戊 匁 矢 it~ 、、> すよ の
如 ト 一匂与 『立 乙 ー一 申 法 倉 宅 し 山

年 申 E亘 三／ 年 右 八 留 一 の て 故 大一
」一・ 年 年 代 衛 月 』.. 筒 四 出 滞ノ、

Jl A 八 ノ 門 一 於 rw 二与 鱗 品者 山一
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十袋 わ 大 ぜ 国 1義
日 一 上 蔵

同 国 石 さ の f主
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苑 日 匂 日 さ． :;II:. Y」テ 7.> 人 谷

在 菟 討
多 ス 金 －』,. カ 以 す＇！ 来 山

少 ノV
」、，

世 在 入 百 際 て 事~J

-r- ｛骨 ノ 正 高 売P 銭 石 一ーオ，k、 佐
九 一 差徳 回 生 守 垣 日 f来一 （ 

年
違 四

か し h> !¥$ 開 ブミ

携 て 嗣 周 宅 坑 窓

&f三
ア 甲

車生 ilJ ら す 山d、 ，、

.... ‘ ，、

リ 午 常、 し 生 入 来
~とtF・A 地鵡 J.5 辰 銀 家 平



子 l!J 取候蛍 伊 彼 よ、 」吋＞ .(; 子

日年 色 開 ~ F斤 右 地 村 ま，k、 日長

其 寛 i二 i阜 持章 街 土 1i 篤 寛
$ ガ 文繍ーl1. ’ミ 谷 門 f七 r13 司、> 永 長出

九 江 五見米 盛 山 、』> す S't主 ー亡 見 -i- 門雲

月 市 己え 十 山 ~ 申 岱銭 念 言者 ノ.... 、‘ 守守

？覚 波 巳 不 石 虫色 人 間 し 頃 候 S手 籾重
ーし 儀 七申 銀 随 め の 金 司，、r、 S忌 己 直頼
tt 
ノ、

日 在 月 後 ノJ、‘ 。、 ～、2・ 合 銀 金 世 :;:n 卯
村 之 績は 百 人 し 弟 鋼 銀 話 樋 一
F像、R． 候 直 、． 目 数 池

すよ i~ 銅 王ix 柔 月

間 御場 宛 大 の 古醤 ~~ 候 和 浪
tl 

明 逝所 借 勢 Lii f忍み錯御 金E 主日 人

後 去ら 用 凡 利 手E 湧 主建 強 法 骨E
』十 同 ヨ1 被 一佐 な 出 f勇 』応 の

八八替 仰 千~ く の 尚 人 キ目 者 究慶

日 申 普 ヨ1 苧 御 先 織 望 見 1え 丈安
五 金手 議 珊 百 主勢 地 市且 業 む え f主 四三
4フ 九致姻 人 小頭 !¥JJ 'f!. 事 誠 村 乙庚

日長 Jj す 在全 ？宅
，、、 耳t呈可，; わ ，、 巳寅

念 十依 常 白 上 1担 貞 閃 算 * 年年ー』ミP ハ之 分 鴻 上 、、~ 主主 て 筆 七関

官E 日 悉 候 11. 片 御 市 主主 蛍 等 輸 月 -r-
UI 4屯 節 7気 E手 売a 御 地 Ffr も 〈 十月
可 御金 手手 ft 

一一
九p ：泊 l1. 古E t主 入七

キ日 番 銀 借 村 谷 蒙 すよ IU 足 王！x .m 日 日
高
届 イず 鋼 返 主E 色 te 候 王＇x 莞業
候 3主鈍 納 ｝詰 外

所
生 樋 留 ‘“． ・ 度在在

.l:; 

山 以 文多 致 宅
々 F斤 上 む イ宅 ～』> 世世

． }-_ 苦言 分 高 ？量 -F 山 越 之 是 宮置 $ 十十泰

左 i毒 -・ 定 在 色 lliJ 土 7量 分 候 五コ
fr 

Ill 思 む7 取 売P 大 1也 lm 安 年年之

Pfr 遜王立 11 最 遺
見
野’

、、p． M 事 付

中 し 間 取 選総 見 守、． 'ft. F斤
略

V、1ー~ tv 悶 〆“’.,. l曇 立 :r.> υ〉



lli レ〆 ノレ 銅
し 舞伎 中

附 ＿，、 金鈴-- d、f、 民主 略

山 1箆 ま口＝ 正 近正銀改 互罷 t忍
自市 t主 城 徳 ーー 徳 銅方 ti¥ 向 茂

間 人 家 銀 都 金 一一 闘 一 鉛曾一
顔相 d・3~ t主

歩 費t 敏 山 高 銀 Eミ
辰 山 所

JL 主！！； ill~ 
.A 

数ニ 原 銅 秋
ノV 秋 一飯

令候不 て

五 百 努E 鈴 御 暫乍 ff 11 
十七 IU 主E ニE ヨ イキ 島 〈 早 急 御

五十 」，、- 付 見 ノ リ 古吉 詞 法難用

節量生 十地 上 様 ヲ 安書兵 な 宮 直筋

所 人 九 山 ，、
掲政物衛

か ’鳥 何

宣告 事f Ciji 主讐
年寓

氏 支卓志え の
ク ノ

J: （ tj 事釜 i成沙

げ
L〆 間 高百 支 li 念可 ik 

の J、 ーー 記 政
""" 
0) 致 之3' 

趣 左至 御五 有 趣 、』' 無

の
ノ ノν 貿午 てt' キ日 用 .:¥ 

軍基
虫.11 鍍銭年 Pllt 

P出 意

候 ゆ イ寸
ミ／ 山 録 E f事 f英紙
航湧 月 まk 底楼！

況 出 十 皆 一 一、

ヲ 鑑 日 々 島十

記 高
資 勘六

ーー
否 主 日

載 モ 山
街宗

、』、

セ 同 御 も r~ 良

リ 記役 不 、、' 日1、

其事．所 攻 申 府 入

中 ア － ー 者 し

紳 提
同 蛍 風

リ
tt 着陪j、町、ー”

岡 ーー 出 吠 御 7手

鍍懐 セ ～』' 見



候 正

4告 同 l! 右

イナ 一 )If. Jll 是 F斤 館十一
奥 長 f主 銀E i! 増 山 一
銀 年 卯 寅持雪

占ノ、 去 谷 掘 箇

落 .it 年 年谷 厩 ろ 銀
.：：；－.司 所

普 l! 運 運銀 村 ;re 山 只 内

言毒 入 J: 上 山 牧 総 'fit. 今十

ti: 月 銀 銀
，、 戸 十 麗 稼

候 布l 一 七 願 村 五 立R 申 筒

:Jt E包 貫 貫替 上 午手手 f英 PR 

役 拠 一一 五 五 線 年 借 焼
，、 fl 、

人 溜 百 十 箇 金 r 金 畠 主，主、 メ1'-

ft 候．二 七年 山 一 守ι 其稼
置 土 十 匁 普 主事 正 千 守、． 銀 申

市 干8 八 A 言青 言奇 徳 雨 1± 気 'fg主

吟 ヰ却 匁 分仕 f士 一 波 無一
味 九 去 イ~ f塗 fせ 御

i工右仕 十 ろ ~It- 年 ti.: 座

戸 言奇 候 五 資 共 迄 11* 候

町責 荷 永 金 tp 

人人 郷 七 ？喜 年 イず
d’ 議 寅 山十

年 t主 箇 。市

河 伊 伊 言者 夏 年 まk

内 勢 勢 鐙 中 不 手事 過

屋 屋
申 銀 申 借 牟

屋
候 軍軍 候 場

五
ft 

事L

清 4、 只 調 主建 谷
右

今 11' 水 開

術 兵
八

歩l! し 主建 四

門 街 D~ 銀 申 永 亥
，、

鎖 候 五 年 被

絶 ニ，z: 迄 雇

申 年 白 叉

一一一一一一ー一一日百三



三r金z, ~品"- 右 一
城 五 茂

間家 山 手！！ 郡 不 筒 ft 

~ 重t 日市 佐 高 申 F斤 境

* 
鉛

数 -r 入 保 原 候 の 運 棚運 池 山
十 九 十 銀 銀E 残 内 上 関上 間十

←・ 事干 山 十 一 &II' 1長鈴 ~ 五一
箇 人 箇 箇 一 正 正 箇一
F斤 所 所 賞 篠六 徳． 所

I! 11 五 一 貫 一 内一 一
銅 f、‘ 右 百 長百 長 五
山 年 の 匁 年匁 年 鶴

ま）：、 以 遁 .I.、， 7,、B、F斤
Mil 御

・長宅ν白， 

賓 連 メ＞；，、， 
永 上 稼

四 出 申

亥 じ 候

年 申 同 飛

.i. 候 !>l'I 

浅 高 白

ヰ日 一 )If 

1l: 筒
自 郷

置 所 牧

申 11 
組町 久 戸

候 唯 伊 材

J可~ 函
左

稼 屋

$ 興

候 左
衛 。

e、 衛

卦之 門 門

量量

鎖

' 



dつ 申 蛍 差 -,u- 同 世 正‘

改候 同 出 11 F斤 {j: 徳

te 此 F斤 候 L 資 銀 候 JC 

終 運銅 節 tド 永 利 山 窺 一 内一
‘ 佐 銅大 上 山 一 候」． 御 入 卯ノ、 一
廻 銀 l濁 銅 同 ，、 丑 運 保 山 箇 辰筒

し 百 t長 山 主主 年 _t 銀 F斤 爾 所

仕 一 一 所 勘 銀十 一 山 七 年 只

候 十筒 山 E主 鍛月 箇 大 年 之 メ1』

匁 所 G市 数 よ 年 準 以 間稼

銭 の 運 蛍 言奇 数 前 問 申

但 内 上 被 銀 頁 賓 吹 候

し 差 不仰 五 人筒 永

銅筒 出 申 イ寸 貫 i工所 一 切
百 Ji)f し 候翌匁 戸 戊 無

ノ~、‘ 普 申 年 堺大町 &f. 御

.... 言奇 筈 イナ 山 間 人 ι 座
貫仕 蛍入 屋 リ 候

匁健 分致 屋 鎖 山

允 ~正 忠繍 筋 師

1-t 正 上徳 無 主，主、

銀 徳 差元 歳七 御 l1 

六元 延卯 座 F斤

十卯 議 春 候 k 

五年 下 迄 言語

匁銅 候御 f寸 歪1

イヲ 一 機選 相 金

、‘ 百 上 止 銀

一 一 根 月 ゆ Ur 一
年 十 願望Pl 候 ，、

一 重 ？通 被一
岡 貫 て 以 雇

度匁 銀 て 候

程絵 績 4手 d亡

ず3 出 月 波



享’ 正

保 徳

ノ一旦、令 取 人 年金借 是 五 茂

：丑 ft 差 ？怠 務 11: 11' ヨ長 比 住

年 上 i監 f主 白 -i- 年 内 問 銀 飛 山銅

ヨI 納 右 持オ 'M" Jil 四 御 場 歩 山 ？自 又鈎

波 f士 場 谷 郷箇 ヲl 内谷誇 五 金

積 谷 銀 不 六年 波 一関 十 銀 街十

開 間 申 厩以 L 箇歩 五 銅 門二

歩 歩 候村前 所二 筒 銭 様筒

候 キ目 -. 上 フE lt 筒 F斤 高 Ill I. Ji,斤

¥l!c 筒 付灘『長 煙所 原 之

正 所 請金十 廻 御 努E 箆 書店 覧

徳 右 頁 Ill 五 し 言者 1誌 筑

一 手手 人 洗午 敷 責 住 議

巳 借 主 流年 人 村 十

符 年 共 ι NB 

l'P 婁t ロ 牧伊伊 様

it の 口 御正 戸賀賀 場

J旨 内 f士 言青 徳
村屋屋 同

震 一置 資 一 久 太

申 ーに 却も 仕辰 1.:l. 渚小 D~ 
候 普 ご五 ]llj 主手 衛兵入 兵

允 言者 子 中 迄 門衛郎 衛

右 f士 主手 年 tfl 様

手事 申 主 五年 e、

借 候 筒十 ~B 河 御

金 ]llj 正 年 一・ 伊内 ヨI
半 主手 管s 普笥 国屋 波

左 数 一 請年 屋ョ1 帳一

街 明 長仕金 奥 右
潟f五

門 申 年候 一 街街

方 迄 得千 門門

イf 五共雨
-c 役 筒本斧



享 正 享

保 徳 保

右大 皮是 五 ヨI 切 右 九 人 入 共右
銀 丑 御 It 米 波キ目 槍 年 封 用 申 場

山 E事 弓1 茂 年天惣惣 申 波谷 長 i;p ,.,, 立谷

一 御 波住 ヲI 道 ,)r ケ 候 山 関 年 {t 以 候銀
箇 m 申 銀 波平卒 21' 自市 歩 51 置 て It 山

F斤波 山 fず共 一 波 申 主事 外関一
の 付 孫銀黒置 自 筒 し 候 言•j!f t長

義 Gt 有 兵問物役 分 IW 仕 稼ニ

叉 分 来 衛~問 人 入 の 度 筒

左 符 問 歩 港周 義 旨 談所

衛 i;p 候 歩 し ,.,, 享 願 成の

門 位： Ill 符 以 保 出 候義

御 普師 印 て ムノ、 候 間又

千た Z藷共 数 普 丑 ~ 左

官 相 手 置 言者 年 イ寸 1A' 街

所 民ニ 両首 候 致 一 申 分 門

置 入 候 月 付 無 御

電車 申 用 ，、 兵 置 之 伐

成 侠 :II:. 街 候 段 官

正 て 口 支 此 々 所

徳 普 ロ 百日 皮 及

五 言者 今 1iJr 御 囚被

来 本目 御被 ヲl 蟹毒 成

主手 稼 然成 波 、』矛 候

符 候 の 侠 申 申 て

i:p 間 筋 節 候 候 享

切 歩 無 山 保

F喜 御 師 ft イ寸 凶

て 座 ま，k、 蛍 山 亥

s. 御 候 依 分 師年

座 此頼 き旨 主，主、 PR 

被 候 度符 留 自 山

来 此 御 i:p 役 分自市



中 享

聞各 保

銀 & 
｝ 

所 右 九 申 候

4主 同 事P 出 同天 日 付 銀 長 候 山

山 池 所子 し 所建主影 置 犠 山 年 自市

の 繍銀 谷 Ji 平笹役 成 問 苦I 共

山 巳 兵 間 七 布大沼 人 候 歩 波 ，、

上 衡さ長 兵 術樽閲遺 節
一一一

し 相

十 間 術 門間~ し 稼箇 波

必 七 歩 間 間；！！； 符 度所 置

間 筒 歩 歩 印 旨 山 申

歩 F斤 数 相 自市 候

十 置 願 共 所

ノ，s、． 尚 同 天夜同 天 申 候手

笛 L F斤 選 水所選候 前 Jib 

所 谷事事 :zi-t 線七 平 イず 入 度

1走大様 右左 ー 吟用 御

右郎ロ衛門 枚 味 ？詮 ヨl
術開 間 門間樽 の 以 波

門 歩 歩 間歩 問 上 被 申

問 歩 2Y 問 主総 候

歩． ?Y 侯
符 付

同 同 同 岡藤 印 伶 鴬

四 所 右 F斤ケ -l:JJ 享 分

七五左吉良 2Jt 保 指

牧·~街定吉 ~ ノ』怠、4・ 留

間定 門衛右 稼 丑 置

歩街 関門街 市 年 〈

門 歩間門 候
一一一

役 四

関 歩 間 必 月 人

?Y 歩 度 兵 符

－． 
御 衛 印

弓1 代 イず

波 官 置



和 中 正

一 佐 略
徳

銀 保 正 数 由 是 五

嘉 大 比 徳 下運候 l! ヨ1
右撃 間 llt 

一一一
直 上 但 lF. 波

衛敷 内 2長 ホ板 巴 言脅 一 i意 し内一
門 間脅数 池の 年 御責 箇 一 誇--
敷歩 十 間端 五 座雇 所 辰

閲 A 歩間 候 の の 2包 本

歩 筒 高 歩 右 営者 内 -・ 池

所 原 無 境筒 閲

郷 筒 て 之 棚年 歩

利 所 不 候 間切 境

境 大 佐
援長

の 被本 歩 棚

保
腰左

間 仰 池a l! 吟 間

屋
内

村
関衡

歩 付 間 正 味 2長
歩 門

役 候 歩 徳 仕 一屋
一間

A剛刷、 人 邸 選 一一一 入
筒

繍 歩
封 巴 所主主 上 札

織 七 i:p 己 入年 や
3毒 後 キL 運 以
仕 御 取上 員fj

置 吟 立 吟 銀

候 味相 味

も 窺 の ーに

無 候 節 運

御 慮 銭 上

座 'P 相

相 公 すよ 定

ヨ1i 止 儀 取

様 御 ’亡 ff. 

在 吟 11 上

候 味 出 車内

4長 鈎 不 行：
之 員 申 * 



正

徳

度後 言語 フE 4- て 問 山 て 十 以 是主

御由曾j 取 f詮 以 ロ 2長 上成 取六 て 11 来
座願 I. 置 イず よ 重取鉛 まk 立匁 問．十 年 も

侯出 候 普 納本 明 白 議若つ 歩 入 弓1

放申十 ，、 言責 4士 不 普 JI! 仰 普 、普筒 波
公イナー共 願 候乎言者郷付 請毎 言青年 L 

儀御年金 出 中 廻 11 上 候 4士月 仕 以
，、 運 自 フE 御 何瀧定 厨 上 候前

申 上質 不 f寸逮 御 ゴ担 金 L1 納 旨 JU 

立タ永 白 右 上 座 山 仕金仕 允旅

願 々 五 由 御相 候 て 井年 f事 勿 鴛十

の 子 定 滞 所 も 右 々 論御 松

遁て年 成 ？詮 不 1新勝 * 普鍛造 運 実 本
言脅 も 償還 以 主客 々 手候言喬 筋 草 上 年

責御成 上 公 大女 山誘 飛
屋，、 の 一

善処金銀 義 付事 第問責 2主 義筒 州 繍

務の元 等 御稜敷 稼人 候従 主手 金 兵

申筋｛;j' 相 窺 下 普 問 申 11 前 銀 銀 街

イず其候滞 申 赦 箇言語 :W 皮 、の 五銅
候上筒 申 上 候 所 可 の 旨 吟定 貫 鈴

盟主公先 候 候 其 切 仕 分願 味の 匁 山

儀願 巳 滋 定 除 出 の 遜 の 共

則御の付 {;j' 後 普 仕 之候 上 御 積

大失御 申 所 フE 言者 員lj 英 遺言脅 リ 所

撃墜定立 k 旅取会 外 付上 頁 目 -'l 

敷 も た御 叉 十 置 儀 Ill 吟 山 人 割 Z奇

間無以 言責 k 一 允
，、 内 球 ，、 仕主主

1長 之て 主主 大 長 御 申 古 の 成 普 一 人
ー且ーノ、

加御又稜 事基 年 運 立 間 上 共言奇 筒 白

左言奇 k ード 敷 中 上 ヰ目 :W 1益叉 入 月 分

衛費普放 士万 憧 銀 機切 住 調用 銀 入

門 の言者候 組 成 目 申 詰量 池 分 ～』. 回 用

問筋 f上英 普 金制 候新 の 山 し 百 か



正

徳

て 是 五 発4 斗 段 納歩

キ1・同 同 キト 北 必 I! 永岡 北 銀 被 有 キ目 一一
平所所 平 zit 皮華日 年 F斤 平 & 下 主事 潰 箇

仁 中 中 谷 中 御 佐 ヨI上安 平下 様 言者 候 F庁
兵 敷間 問 笹d ヨI保 波倒兵下 略 成 f士 J!J. 事事
街 間歩 歩 段波銀 し 段街様 候候 言者

悶 zy 問 $ 凶 間 問 ロ 同 取

歩 歩 歩 歩 問 ") イ寸 プ主 置

付 ~ 、 歩 ミー 入 月 候

蛍 今 毎 用 中 御

分 迄 一 月 多 言者 連

同笹 同 銀 符 罷 筒 運 銀 震 上

F斤卒 所 zit i;p 右 F斤 上 録t 人 銀

億谷 上 上 f士 * 上 も .r. も

以 助 問 ;ff, 様普 t内 岱 目

上 間歩 閥 ロ 言語 候 願 書『

十歩 歩 間 キ目 山 迷 不
〆

の

箇 zy 止 師 惑 申 l! 主E

F元 さ :;!t-、 f士燈 右雪誕

ぜ 手 候抜 大 永

置 前 関 専 型住 .r. 

申 入 金 一 間
候用 務 zy 四
-f・ ，、、

普 カ日 筒

E各 司、
普請 友 年

普 言奇 f士 衡正

言首 付候 r1 徳
七 相 扇 故 間 7lj 

稼 申 失 歩 卯

候 迄 墜 爾 五

間 l! の 所 月

w‘ 御 普 共迄

事主 言青 上



前 事II 正

略 佐 徳

銅 保 山 是 五

-. 一・ 一 内 自市 ll. ヨ長

鈴 銅 封封 銀 一一 ー一 llf $ 主手 年

間 内 間 内 印印 間徳衛 筒 候 久 ヲI

~ 内封~ 一間関 ~ 所所 所 F 数波

十 印 七 筒 歩歩 七 圏各 古 し

ノム、 筒関 箇 1ifr 五五十 正正 正 関

筒 R町歩 所 叉 筒筒 五 徳徳 徳 此 歩

F斤 又ニ 1ま F斤 F斤 筒 五五 ヨE 関
左筒 衛 F斤 未永 永 i長 て

街 F斤 門 年年 年数 首

門 支 :91 '31 ~I ー一ー 分

支 百E 波波 波 箇 山

西日 朝 ~ 利茂 し L し 所 自市

に佐 成 佐佐 享享 下 無

成保 し 保 保保 II&- 御

巳 巳 ノム、 ~ 座

後 後 丑丑 候

大 古 年年 北

阪 閲 ヲ1HI ilJ 

御 歩 波波 自市

用 し し 申

銅 ， 成 下宇 f寸

務 封 略目各 候
） ） 

申 i:p il. 

候 守主 3』

問 し 間

歩 歩 A. 

封 普

i:p 日常

す£ 仕

し 度

旨



' 

某 f皮i :fi 

享 有 大 飛 惣

増 者官 保 攻 阪 列4 問
回 筑 ノ~、‘ 書 廻 金 歩 内

成太 甲藤 丑 f士 し 銀 数
_,_ 
封，、

耳日
賀 』十 年 候御銅 筒 i:p 

島 兵

又街
！~ 一 主主 用 館 令 所 間

右様
清様 月 銅 Ill 』十 の 歩

御 御和l ロ 筒
_._ 

街 御
外 ノ、

四 手 座 佐 所 所 内 箇
メ 手

門 代 :im代 候 f呆 付 一
所

L弘

殿 殿
以銅 伊 筒

上 fl! 奈 所

と 半 叉 茂

於左 左 ft 
-c 街 街

言奇 門 門

' 質検 支

人 御 百日
陀

申 ヲI
付波 罷

' 候 帳 成

森 謬面 候

今 岡 書写 信洞 山
英 叉 後

苦官 鴻 叉 外左 誓
井

浦
野 左 F斤街 言青

市
嘉源衛書 Pε 門 申

大d 左 藤 右 門 模 御 f寸
太 街 衛

兵
内 様代 置

夫 門 蔵 門 衛 キ目 官 候

警詰 所

候

分龍



ニ
O

の

院

歩

先

達

て

置

候

役

人

封

印

、
の

儀

相

措

置

申

候

以

上

ロ

漁

山

叉

左

衛

門

機

之

手

代

中

r

a

リ

引

波

し

帳

面

則

必

度

引

波

申

候

・

尤

御

領

所

の

内

書

面

右

場

開

太

郎

兵

衛

内

都

筑

藤

十

郎

内

成甲

島

岡

部

井

仙

助

殿

、

中

林

留

太

夫

殿

、

桑

名

喜

平

次

殿

、

岡

部

市

左

衛

門

殿

賀

右

の

遜

り

金

銭

銅

鍛

山

三

郎

兵

衛

御

代

官

所

に

罷

成

旨

申

付

候

趣

英

外

所

に

御

座

候
享

保

九

長

年

・

字

大

事

嘉

右

衛

門

銀

山

間

歩

二

箇

所

宮

城

郡

和

佐

保

村

宇

和

佐

保

山

銀

山

間

歩

十

六

箇

所

右

岡

村

留

間

歩

吉

城

郡

茂

住

銀

山

村

留

間

歩

（全

字

増

谷

鉛

山

間

歩

二

筒

所

字

涜

佐

山

銀

山

間

歩

四

十

四

箇

所

右

同

村

留

間

歩

桑h
F
 

E
 

土高岡

叉

左

後I

門

t青々喜留入
幸

右

四

1m 

の

攻

脊

仕

候

遁

~ 村肥
木部

井

平

治

大

夫

兵

街

待f

門

仙

助

留

間

歩

（
託

事
省
略
）上

会

上

全

上

11. 



（ 

すIt 再if 安 箇 右 字 字 字 中 字

内 銅 匝各 政 F庁 l! 池和 銀 零 天

七 百 一 四 附 寄L の 佐 山 道一
f也十 豆i i弘 誇 巳 明 苦主 御 山 f某 鍋 乎

国 ート 七 年利 面 代 錯鍋 llr 銀

向 貫 五 百 年 四 の 官 山 山 ！勾 山

の 五 貫七 内 亥 遜 F斤 関 間 i長 ！得

分百 三十 銅 年 御 飛：！］；‘ 歩 一 歩一
吾匁 百 八 鈎 Jム，、 t量 州 加十 一 筒 九

略 匁 賞 Iii 月 f兵 村六 箇 !'Tr 筒

匁 入 以 々 筒 F斤 所

貿 土． F斤

数 古

中 赤 利 取 来

3同 日 佐 調 キ目

山 山 f呆 控 稼

候

金

五 両． 千 銀

賀 五 九 飯 銅 τ広量3' まd 吉 右

一 ー十 十 鎖 城 城 減 同一 島
百 ←・． 五 山 部 郡 君It 村ノ、

匁 貫 貧
屋

留 1気 荊I T箆 留

一一・ ."Ii 
喜害 ！尚 H: 佐 4セ r.11 

百 百 主，，主、広 jJf 銀 保 銀 歩

匁 匁 ’d訴 大 井 山 村 UI 

’il’ － 村 留 村
原 B;F 留 間 留

彦 ヰ日 間 歩 間

県 一 3草 稼 2長 1長

石谷河
四 候~ ~ 全 全

山 山 山 ~~ 銅

山

関上 _f: _I: 上

iV 



本

鍍
長官

内

言草？喜志

千

百

七

十

六

貫

三

百

匁

四

千

九

百

九

十

賞

三

百

三

十

匁

九

十

貫

八

百

匁

五

十

二

賞

匁

貫
一
一
一
百
二
十
匁

〆他
闘
出
の
分
（
省
略
）

千

湯

山

和

佐

保

四

美

山

栗

石

山

三

谷

山

中

鈎

銅

出

入

貫

数

取

調

小

荷

帳

泰

差

上

候

以

上

右

書

面

の

遁

巳

鉱

・

安

政

五

午

年

正

月

十

日

* 岡
山

御

役

所

（ロ）

産

額‘

d，、

フじ

銀
、
鉛
、
銅

ヲ

産

出

ト

セ

JV 

モ

銀
、
銅
産
出

銀

鈴

攻

舎

所

一，、

後

ーー

飯
至

島

屋

ノV

ー

－ 
嘉

兵

従

ヒ

究

第
衛

ーー

減



7 ヲ 鍍ー少

其 掲 リ ノ シ

ぜ同.... 
ク 上 産 タ

令 同 同 同 同 1品I 同 銀 飛 us ／レ 納 額 リ

州f 奮 セ
、
著近

銀 三 入 五 一 ~g 百 茂一 於 記 年比一 十百
ノV ジ

A 百 -ir 百 --住
分 一 Ji. 入 一 h十 銀

ケ ，、 運 ク 選
千 一 －・

先 百 十枚十 十十十五 Lli 
JV 質 上増鍍

御 ー 一 枚五三枚枚 天 茂 永 .＞、カ日 i主一 一
地十 枚 枚枚 頭 住 井銅 ，ス 及
iifi 入 215-

坑 百 ノV 製ーー
様枚 の

諸 正 ー星~
錬

角百
y、 一御

代 坑徳 十至 f去

て ノ 年貫 L〆 ノ

上 先 産 間 一 リ 改
御

、
額 － ー イ寸 醤 正

申 下街左 f事
‘－－ 

大 ち 地、．
ヲ 於銀記井

候 機横 京
士E士J ん樽『コ E員

比
-1... 

分 間金 間 機
ク ノ、 ーー ーー

立 立後

問問 間 tv 問 歩 敷 ι 較 JV 十懐 貧

1長 :!.V 歩 歩 間 ス．運五 リ 鍍
tv ，同、 JV 上匁 プ 採
メ】』

ノ 銀 ノ 見 掘
迄
資 ーー 事l.JV ノ

司t
料 闘 pιA 、一 結

候 タ 二九 ナ 和果

御 フ ノV JV 佐銀
運

、
:,..' モ カ 保鉛

上
如及及ノ

の

鐙 － ー 三ノ 茂 E、
ミ／ 左住鉛



銀

百

二

十

四

枚

二
四

是

同

賞

御

伐

に

上

リ

候

分

右

口

御

運

上

唯

今

奉

願

上

候

天

道

千

鏑

筋

に

て

上

リ

候

分

知

新

蛍

御

代

銀

枚

に

上

リ

候

銀

山

鋭

山

御

運

上

の

覧

荻

水

平

間

歩

同

枚

同

枚

同

枚

同

枚

同

十

四

枚

同

枚

同

五

枚

合

銀

百

五

十

λ
枚

内

百

二

十

四

枚

天

道

卒

の

重時

五

百

貨

匁

同

千

二

百

貨

匁

同同同同

国

平

間

歩

ね

ば

立

問

歩

同藤
ん
Y

卒

間

歩

内

池

の

山

境

欄

間

歩

同



)L 四 安 ft::il 一 ，ヘ珂i'.}

年 千 政 額出産年緊銑：精及鑓キn

後百年 キ11

本九エ

鍍十於。。

山 貫ア

附 古川 F
富民

近 1百本 定
Srt 

一 三 ：！！ JO 鍛
チ

若干 十 ，、 算加

ノ匁信；乃 ス

小ヲ記

鍍 産 二 百寓百 十明 』卜砂1 ー十切j ‘「町］ 十八治明 十明 十明 十l!fj

llJ 記
治 二治 l!.9治 六治 f台 二治 四治

出 年三 年三 年三 :tf三 年三 年四 年四 年四

メふa、三／ セ
併著 JV 一 一 一

同 1司 同 同 同 i司 同 同 同 同
セ 名 女II

ま患 入千百 九四 一 五 -!:; 千一
フ ノ ク 合 ート ー．一・ 一’・ ft -l'f 百 ー十 ー十 百 五ノ、 ／、

Lノ 鍋 j主 -!:; 貫 百 ート 』，＇＂、‘ t三，r貫 豆i 弓i 1i. 百

一 LL! 留4
守二 匁 Ut 震 ・ 1－匁 匁 貫‘ 貫 貫

入 匁 匁 i守 匁 匁 4貝進，． 匁
井 タ 匁 匁一『． 「

家 一H’事qi’ ． 笠
ノ シ 七

匁 l司 本 十池 [ii] 4/i: f司 同 同

二ti

有 カ 百
池 ー－

iJ) キす

七
閲 牧 山 Ill 

ト 女日 Iii 同1 (.'.T) Q) 

ナ 三ノ 十 :87 内 l王！
、

リ 明 ん 留 7i 

治 貰
池 金

ミJ
間 手、

ニε 十 鉛 )Ji 



第

係

リ

年

々

増

加

.A 

ノV

受
ノ
産
出
－
一

増

加

ジ

殊

年

々

明

治

三

之

鉛

ノ、

二
六

明

治

二

十

八

年

迄

其

産

額

甚

明

ナ

フ

ス
、
而

ア

明

治

二

十

九

年

ヨ

リ

同

四

十一一一小

ジ

四

年

第

Y

間

ノ

産

額

至

.＞、

Jえ

ヵ

如

年

ジ
、
銅
J，、

明

治

三

十

Y

十

七

高

五

千

二

百

七

十

九

斤

最

ク

明

、

治

三

十

八

年

稲

快

復

セ

明

治

二

十

九

年

ノ

モ

i斬

ヨk

減

少

ジ
、
銀

－・、

一

千

九

百

二

十

人

貫

三

百

八

十

二

匁

最

表ー

－ 於
ケ

モ

多

ノV

外

ノ

多

グ

明

治

三

十

二

年

ヨ

り

岡

三

十

七

年

減

少

ジ

同

四

十

年

以

降

ー

－ 
至

Y

間

甚

タ

漸

次

快

復

セ

モ

未

タ

ス
、
金
d，、

二

十

九

年

頃

ノ年

以

ノV

差
額

仰

キ

未明

タ治

僅四

少十

ナ

蓮

セ

十

七

年

以

後

其本
増坑

加ニ

激

甚

ナ

モ

之

ヲ

下

ノ

ト

ス
、
亜
鉛
鍍

リ
、
反

り



紳

岡

鉱

山

産

額

覧

表

（

第

表

門
山
川
市
山
片
山
一

I
r
止引
一

一紳附
脳山一円
阿川L
・宅問一

l

－

1一一バ一品
一三会
・2
一
去就一一一
・0己C
一
宅
州、六2
・00ト

｜一

ー一

茂
刊
P
I
－

－
：
5
1：一

｜
↑

明
治
一一

1
1
1寸
十

二
引
い
一
引
っ
引
引
つ
れ

ー「

十九年
一
（計｝
一
ぺ一
一一宕JA
i

l
s

一

一

コ

一

山

川
川
和
ト
ト
コ
引
判
J
Jh
l
州
問
山
一一
山

一片
亡
は
一
一ほん
11l
h
「
い
一

コリ
ーJ
1
U
1
11

一

一SEi
－

3
一

j
i－
－
1
1

；
一

一

！？

一I
f－－
E
f－－

」

J

I

l

l

－日ド
｜け同
υ日
「
い
ハ
日
L
i－
－ぃ
「
！い
一

－一
十
年
一
引
っ
訂
引
一

J
寸
！
一
一
ト一一川万
一一八ι＠（
S
工

片
片
日
一
一
件
l
i
ぃ
「｜い一

J
ド

「

l

パ

ヨ

引

「

1
岡
山
7
日

庁

日

は

一

iL一」

恥

「

i
JZ
引

っ

パ

一
同
一JM
2
5

一
一一入品一一言。

ι比一
lJILl－パ

十
一
年
寸
斗
l
i－
－

i

日
引
U
U
寸
｜
l
l一汁
ハ
パ
パ
一i
l
i－－
t

一

一

一

い一

一
三目、

一

日

τ川
江
「
i
h口一
い
じ
ト
じ
れ
い
い
い
ド
」
「
ト
い
11
11

」

I

U
山
比
二
ι

一
（
計
）
一
一

｜四

十一
五

一

一

一

ム

一

、
z
Z一

一

‘
」

一

｜一

A
F
郎
内
一
！
一
一
一
・2
・一一一
一
三
一
！
一
言
バ
O

ベヨ
一
一一一託
一るえ

さ
一三一一三
一

1
1

一
1

一

明
治
コ
二
一

一

一

一

一

一

一

一

一i
l
ih庁
片
山
一

1
1店
は
い
じ
い
一

一

い
一
一

一一
一年一

（計）一

ー一2
513
ろ一

1
7
5
2
0一
一一2
z
g一
一己一三
日oi

l

－
－
－

一紳思山
一

｜

一2
d
o
i

l
－
合一一4
一一・1

｝一八、zo
－－o己一
一、号、一
一一回一一吉
一

l

一
1

一

明
治コ一

一

一

一

一

一

一引
1
j
l引
っ
｜川口
引
一U
1引
引
J

引引
一
川
一｜］

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

十
四年一

（計）

一

l

一同・一九一三一三
一

｜

一一、一一一二
三子
。。一
一一0・一一一ず20一
一・2
0
2
z
c一

i

一

！一

一

一

一

一

一

－

－

一

一

一
一

一ドj
E
l

一

！一
λ2
2
一七・0一

一
九一一三
一一ニ・2
一
一三川・
cs一
一、。一ル・一品
川・cc一

一

一一

明
治三
一－mw
u
H
一

一

一

一

一

一

一

｜一

－

一市

「

l
庁

日

「

し

に

は

ほ
一l
いけ
川
一

l

一

一

十
五年
一

一

一

一

一
1

・
一

一．

一

一

一
日
一t

｜一－
J

一六、
R

一八JJ

L
一二
戸空・
5
一i
K
L
に一字喜一
；
一百三当
－g
τ
i

i
一
！
一

十
六市
一
一

一

一

一

一

一

一
（
計
）
一
」

！一

｜

↑

一

一

叫

一流牧市
一
一Jh
一一五
一

ー一

l

一

一
v

一

一

：

士
（
三
一
一七日一三
一一一

l

一

l

一

一

・
川
町

一

明
治京市川川一

九日

日

日

「

1庁
比

一

言
一一九
一
川
正
日

比

一

一政
刊誌一

一、
3
一
山一六
、
一U
一

l

一一一
三叫んさ一八
ハ2
cc一
誠一一一二三
三
一

l

一
一

十
八年
一（
計二
二
一二三
一ベ
E
c－－o
一

！

？一一
2
2
0一
一一一一九二一
八八
七8
7
3
3一
1
一

！一

一山i
F
u
一
一一一二
尚一一．三
一一、一三、、2
4
一

！一交
え
と一生一一
三九て
き一

－一ベ
一一一
一
三一ム
z

i
－
－
一

一語円
t
ie－
一

r
l

，一

一
“
一

一

一

一

一

一法
牧山
内一
弓市
川、一き一抗
A
O

－－（K
・0一

一
一一一
一
山d
y
a
d
一
boJ
一－ouc
一
32
一一千三一

l
t

一

ー一

一

一

一

｜一

p
f
一
J

ノ

－

一
一

十九年
一
千’

一
43
＝・
5
…
7
－t
c
m「E

一

l

一12
－v亡しニ三一

三、J2
・三コ一
・311
J
E
L

L

一

一F
言、

一
F
／

1
5て
と
〆

3

一三一

一

目ニJ
5
4

三一

－－7
v

－2ti
z

－－二－j
－v
J

！一

一

づ州

71庁一一一一一件
、λh
一口話（
与一

l

一一叫J
一一一一片山
一一
は
庁
一は
い一一六c一一品川一
言
一
！
一

五
同

一
｝口コミ
一一ム一
三一一八八

一
一一2
4
一一m
一一ぷ
一一c一九
一叫ん
2

5

7
J
0
1
2
一－

iz－－一一。一
l
一

立
竺

同
一

一一2
・一八七
一一心C
ミ
ム
一
一員－一一九
一一バ
一三
一三一
一
R

立会
え
ば
日
除
はは仁一一川一一

明治刻一

一

一

よい凡
さ
一
二、、
2
7

・・
1
L

J

一

一

一

一

十
三
年
一
日

一
－一3
Hハ
O
H
J
7

－r
二三
一
一一一ヶ」一
5

5
－一J

子、実－一
三一

間JI
－－一一友人
ハ二
、円八代人宅
一

｜一

明治問一
1

一

一

十四年
一日

一
－一万五
三
一一合
一・
5
一
：
一尚一‘宅三点

。一
一一
一一訪
日て

一p
d

一
一

縄問零時間帯諮斡押す棚穆臨時て 主情緒認窓酒器開怒鳴盟諸臨時探索明一一向F一一弔問~均一一



第闘

額出産年累ノ鉛及銅

450 

400 

350 

mtill±l~ 
日習ヨゴ~］二IJ~33到ヰヨ匡j

銅

250 

200 i「1

一
少

量

ヲ

産

出

セ

300 

JV 

150 

100 

鉛

50 

25 

明
治
四
十
周
年

500 

J、

明

治

四

十

年

以

後

ノ

産

出

ニ

係

リ

其

増

加

年

ト

共

ユ

見

V

鉛
，，、

僅

ユ

明

治

四

十

二

年

ヨ号

明
治
四
十
二
年

明
治
回
十
年

明
治
三
十
八
年

明
治
三
十
六
年

明
治
三
十
四
年

明
治
三
十
二
年

明
治
三
十
年

賀高司

ニE

ア

p
、
蒼

ノ

ミ

、

醗

ア

組

鍍

ノ

採

鍍

高

ヲ

見

ノ

二
七



二
人

女日

キ

よE

明

治

三

十

七

年

以

後

俄

／レ’

明

治

三

十

六

年

頃

迄

漸

究

減

少

JV 

セ

カ

第

二

表

一一

千

七

百

三

十

六

高

五

千

二

百

十

五

貫

ク

川
J
hィ
叶

，

引

；

一

川

ペ

円

川

／

一

一

一

l
十
治
国
士
二
年
一

下

ノ

水

坑

一

一

一

一

五

九

0
0
一

一

ム

ハ

一

一

0
0
0
一

一

二

三

0
0一

一

七

O
八
0
0
一

栃

E

f

九
、
九
六
四
、
一
五
九
一
一
一
一
一
三
二
八
五
九
武
一
一
四
九
六
一
一
六
八
七
一
一
四
九

i
a一

一一十一小一
i
J
一一
一
Ir－－1
；一－
L
J
J中一一＼ふ凶

一

一

様

山

坑

一

問

、

一

一

一

一

匂

A
G
O－
一
問
、
四
一
一
一
一
ベ
0
0
一
問
、
五
七
七
、
七

8
一
問
、
点
目
一
九
、
0

3

同
七
八
七
、
問
。
。

一

跡

津

坑

一

上

五

九

0
0
0
一

一

一

O
O
七
G
O

一一七一一一一
0
0
一

交

ベ

0
0

一

池

ノ

山

坑

一

児

5

0

0

一正一一一一、九
0
0
一

一

言

九

四

、

九

0
0
一
二
七
一
一
三
一
0
0

中

1
4
4
1
1
L

一
引
引
っ

1ut一

増

加

手ノ

明

治

四

十

四

年

ー

－ 

各

坑

別

細

)]IJ 

ノレ

η
ノ、之

ノv

壬

v 

ヌ、

一

ヲ

最

逗

五

倍

年

間

各

坑

採

鍍

高

貫

）

（
第
二
表
）

明
治
四
十
一
年

明
治
四
十
二
年

¥}!} 

谷

問尻一一一．
c
n
O一

ヲ

算

J屯

/J三

指

摘

坑

其

主

位

女日

三宅

一八六、七
Q
Q

明
治
団
十
四
年

一
五
、
一
回
入
、
四
一
五



リ 精歩 リ 鍍 z‘ 之 十 ヲ
時雪 天 事寺

鍍 － ー 組 d，、 結 ヲ ー一 占
戸 ケ

高従 鍍 富果 抹 年メ 谷

ノ ヒ ノ 良 ト 鍍 以 漆 zis 壁

増亜 増 ナ ジ 増 後 山 坑 坑 坑

加鉛加 ノV プ 加年 坑 一ー←一一一一一、ー一明・唱－－－・ m・－一 一、
大 鍍率 製 品率 」7 1由
ナ ヲ ーー 錬 位 ーー 減 ゾ 一七

一
フ 多 比元 貧 比少 山 士＝＝ 五五

サ 産 ジ 鍍劣 を花
-t; 、 、

Jえ も／
五五才i8 」

ノv .A 業． ヲ ナ 同及
。。

レ

一一 JV 増 要 ノv ノ、 三持

係 加 求粗 若 十 ケ

鍍
一コ、 一

フ 至著 J屯 シ 入 壁 －ー： ~、t. セ

7. リ シ ノV ヲ キ 年 坑
，，にミ 王i.

製 叉 カ ト 多 増 ヨ 之

出 製 ラ 且 量 加 リ ーー

ノ 錬 サ ヅ ヲ 今 究
王L

金元 ノY 選 採見 日 ケ ~ ーー 五 l
一

一 四 ，｛ 、‘ 
麗 鍍 鍍 掘 リ

、

－ ー ..7. 
一 王0~ 主。。主、 、 ノi¥.

一
ノ 基 法 J屯 蓋 至 然

-t; 

額品 悶 ノ JV ミ／ JV ノV

著位 Jえ 改 ノ 製 間 一 -t; 
一、

同 -t; 

ナ 富 故良 要 出 漸精 四，丸、
。 P.Y 

九

ノv 良 一 ノ ア 高 次鍍 ，中回。、 I 一
s、
§ 8 

増ナ 選 結 リ ノ 増 高

方自 JV 鍍 果 ト 増加 .＞、

ヲ }1 i主 ト 雄加 セ 明 -t; 一、

f士王fミi. 一? 、 E耳

示錦 ノ ーー モ ヲ ノV 治 :II占

一一 一
セ － ー 進 操 精望 一 ~ モ 一 王L一



布二本

ノ 者医

紙 ，、域

丙 乙 甲況鍍 ヲ

ヲ床構四

:J<. 水 麓読ノ 成

花花成 第中成片成明母ス

尚尚岩 J中河四生岩麻岩セ岩ノv 地
質岩類蹟段紀屠類岩類シ ナ主

（ 

斑 屠堆屠珠 系 え要質
岩 Z責 羅 左ノ

屠 紀 ユ岩

層 本石
匝 J、

域片

ユ廊

分岩

布系、
ス珠

ノV 羅

岩組

石層

ヲ及

列花

皐尚

ジ岩
。

次ユ

プ シ

其；？

分前



井及 第

園面断積地山瀬岡神

一 定 分 n五只 書面

． • 園 第

ヰヒ彬

．． 
e・‘

圃 号事 • 

百

明 倫明相川崎恥問京町
準水 i語

司旨

.... 

長三ヨ 隠翻 長呂 医沼 脳fill E凶 ~密 箆~
膚陸オ 王主緑買揮 岩織 E証 主苦斑骨骨織花 岩 儲 7E 房線砂 宕麻比入D~ ち灰石 岩Jtt.）＇午



羅属衆 占岩岩ノ 盤ユ 片
‘・

紀ス ノ z‘ 眼石貫 ヲ露麻、
屠ノV 片 蓋入 ρ ク構出岩
.＞、 モ 麻 シ片花所成 ミノ 系、
片之岩 本麻尚 ト ス下山

麻 ヲ 化 匝岩片ナノV ノ 飛 甲、
岩細作 域白麻 リ ヲ 本騨片 輝斑

系別用 ノ粒肴錦以坑高麻 続騰｜
ヲ .7. ーー 片岩黒ユア及原 幾岩岩

被 レ擦 廊等雲南鎚杉ニ究系 成及
覆ノ、 プ 岩ヨ母方閉山庚 岩時
ス正成 系リ片ニユユク 岩

JV 片生 成麻逗露 ハ分 委員

ョ麻セ 71~ リ 岩綾ノV 珠布、 、
ト 疋u王, フ 成花黒セ 然羅ス

踏及 レ 岩両雲ス ノV 紹ノV

査准 タ 及片母 ユ層モ

片 リ 之麻片 南 ノ
、

依麻故 ユ岩岩 方被 、、
リ 岩ユ Ii.及角 結ノ、一

明 ユ概 屠角閃 樟 レ部

ト I孟言 放閃片 附其ユ

ナ升ス ユ片麻 近露ジ

リ． ース v 貫麻岩 ーー 出 7、
タノV ノ、 入岩角 於狭匝

レ〆 ヲ襲 セ其閃 プ キ域

得片 ノV 大片 ，、 ごE ノ

鑓へ麻 花部岩 花庚大、
質 シ岩 尚分石 向 ク部、
ニ珠＝ 岩 ヲ灰 岩基号、



鹿 リ 角 接 外 ヲ ノ i均 中 雲主両花懐、
間一 閃 近 ー 合如 片角 母 ユ岩間 リ

、
蛇ノ、 花 シ 於 b、 キ 麻閃 総角 j伏岩 プ

腹眼 尚 プ ブ 外放岩石泥閃 ヲ 葉片

間入 片 貫之叉 ヲ ト ／ 石花呈 ヨ 麻、

片 麻 入 ヲ 屡 ナ 稀外燐尚 ジ リ 疋<l王' 

分麻 ＊＇玉, セ 白石 三ノ ジ ー 友片之襲

布岩 ト ノV 撃 13( プ 副或石麻 質成、
ジ 一一 其 角 ス石岩成

ノ、
手岩剥 セ v 、

斑 シ’ 成 閃 是 ノ 石 分角ノレ ニ岩ノV JV  

岩 ブ タチ 花 成 閃 ::r ジ 理正水

理他 一 両 由塊分 方石ど プ ヲ 片成、
ヲ .＞、 於岩 プ ヲ ヲ 解 ノ 金石有麻岩

有 白 プ 築 芝包成 石代紅英 シ岩 .＞、
、

J主 粒大 ノ ヲ褒 _A 及 ザ 石正時 珠、
ノV 岩差 内 観ス 弓三 情 楠 長 一 属羅
表リ ナ ナ 部 ノレ ノV 片 石輝石石海ス 車己、 、

理 リ ヨ子 翠主 一 工2 麻 ヲ 石磁斜岩 JV 以
、
性眼 モ 質 輝 卜 疋u玉, ，口A・－ ヲ 織長理 ヲ 話j I 

ノ 入組 ーー 石 ア 中 z‘ 合鏡石 ヲ 以 ノ、 、
岩片 織 由 花 リ 一 主主 よ‘ ヲ 角呈 プ よξ

、
石麻 ヲ リ 尚椋 .＞、 ごを 副閃 _A 其 ノ、
ユ岩異 プ 片 i同 此 方 ノ 成石本成 7・

、ン ノ、 ー 生 麻坑 i誤解 ア 升 ヲ 区分.9 、
ブ 鹿 二え セ 岩東徴石 リ ト 主域及花、
斑間 ノレ ノV J、平鏡 ノ、 9ーー日7． ．， ナ 成 一 車且 同、
品舶 :(: カ 石 ノJ’ 的 始 ヲ 三毛 分露織片、
J・、 津 ノ 如灰坑 方 生輝其 ト JV 共麻

肉 間 一 ジ 岩内 解 鍍石成 1、J， 、 ーー 岩一

紅及 ア ユ坑石 物花分黒 才主 ノ、



片 ノ 一 母ノV 黒 分組角 石

』l証麓類片准 q三巴i再F: 如布 織閃 ナ －乙T‘ ノ

岩、1ぷ シ岩片 母 上 J、 及片 L〆 ジ高長
、

成岩角 J、府L 片 ノ 本構麻 ク厩石

生 一 閃栃岩麻性 I孟 ご3且巳二 疋H王, モ 柘ノ ヲ

蛍酷片洞ユ 疋ur 質 域大 ＿，、 剥措下 リ
、

時似岩坑属黒 ヲ ーー 襲岩石ニ成

－ ー Jζ 東ジ J主ぜEごす子 明 立日!>: 異片 理 ヲ 噴 リ

於石鹿平石母 ヨ干 ナ麻 i国多出剥

ケ反問 ニ疏片 JI' 
ζE リ 岩 著量セ理、

ノV 岩谷露岩岩 Jζ 茂擢 ナ ニノレ商
、 、

十長 円前 v ノ 角 モ 住屑属 リ 合花 － ー、
鯛第三Ii 其外 閃 ノ 匝 朕 ジ 本 、、、 尚治、
盤一吉成 d，、 片 ア 域 ユ其 岩且質 ヒ

質版ケ分、皆 疋＇－＇－王, リ ノ シ成 ノ、 ヅ斑眼、
ノ ニ l~ 及片 石 高 ノ・7 分 高！l} ~政支f 王求

鋳示等組岩双 原剥花 卒粒タ放、

一 J主 ユ織扶岩 J lj 理出 蛇 j伏ノV 一
白如露共 ヲ ノ、 沿性片 腹 ヲ ヤ延

色ク Lノ ニ呈 其 岸著麻 附呈疑長

粗其角著ス 大 及 ジ岩近セ ナ 三主

、 、

粒牙閃 シ黒 部 キ房 ク ト 一 JV シ蓋
ー「 、

ノ 布岩グ芸 ぇ！＜ i同 葉大 露 ア 白 ジ

主主甚又襲母 成 坑片差 JV プ粒働

品 タ 質片 疋uヨsI 第斌ナ 、 ラ岩力

質庚輝 セ麻 ヨ 一 ナ シ モ イ 盤

ト ジ緑ノV 岩 リ 通 ト 狭 ト 有質
、 、 L

ナ而凝粘及 盤 洞本雄小股色 ヲ

リ シ友板黒 質 附岩モ ナ ノ 鍍受

才E ア石岩雲 セ j丘 ノ 其： リ 岩物 ケ
L 



叉概 ン J、 ヲ ト 洞 ク 般向 ;>:: プ 廉尚、
J、 ジ ＝， 花栃 ナ ーー 異 ノ 及 片 ス石片

西 プ 7 同洞 JV，至 ナ唐傾 麻 花等麻、、ー，F 、
方北 ユ岩 ーー 傾 JV リ 向斜岩 同 ノ 岩、
ーー 二切 ーー 一斜間其東 － ー 系 片接及ー寸
念十断断向 屠構北嬢 ノ 麻燭べ

ーー 度 セ タ斜北 向港東 リ 地 岩鎖グ

シ 西 フ ν 屠西概 ノ ヨ ブ 質 及物マ

プ 一 ノV 北 ヲ 叉、 ジ復 リ 査構角 ヲ タ

謂 シ 是方形 J、 プ 雑西察 造 閃路 イ

曲 ブ ヨ ーー 成南北 ナ南 ス ヲ 片胎 ト
L-

唐土 リ ノ、 二λ 方六 JV 西ノV 片 麻セ 脈
（ 

ヲ ーー 北花第 十 ::7 ーー 麻岩 リ ュ

形 ，；・、 方 尚二七度 卜 走飛岩 ノ 此接！

成 一 東質版人東第 JV 騨 ノ 一接燭
;,/ 部 茂瑳第十 ナ 一 高剥部鯖ス

東住岩一度 レ版係原 疋Ll王, 一 鏑ノV一
ツ 西 ノ 脈固 － ー ト ーー フ ーー 理版物所
屋 ーー 赤及塞 シ モ 見ス庚 及 胎 J、 ーー

及走谷之照 プ 東 ノν 本ク 之 シ石 ... －.、
） 

土 ノV 一 ーー 、福方是
カ I孟分 － ー 之友繊

ーー よE 至 平 等曲 ーー 如域布 介 ト 岩維
，；・、 ノ ノV 行 ノ ジ於 ジ ノ 二九 在 同 ユ放、 、
東 ア 間セ 摺鹿 プ 自nモ ノV .A 時限 ノ

西 '} 片ノV 曲 間 ノ、 チ ノ 片 ノV ユ胎輝、
断傾 麻東屠 一 北鹿 』鼠 石 鍵ス石

回

屠斜岩西 ，，、 一 三 間之岩
、

決床 JV 拓

現 ノ、 ノ 断南背十 ヨ ト .＞、 岩 ヲ ノ 棺

ノV 東居屠方斜度 リ 著其 ノ 旺、 、、‘・ 石，，．、 、
、 方 向 ア 層東栃 ジ 一 屠 胎 ナ緑



坑等 － ー ア 良E 山 ノ~ セ而 ヰヒ 線近是 ft 
間 ト 三主 リ 谷 坑 一 リ ジ 東 以 ーー ヨ ~ 、 、 、
地 ノ ノレ 而坑及 向 赤 7 方 北 モ リ ーー

ノ ヲ 三／ 等 増 斜谷跡 一 印一束 摺
山 ー 得 ブ 谷 層以津 念 チ 背方曲

坑 ア へ是 おE ヲ 北 Jll 斜 士 斜 ユ軸、
又ノV ク 等 北 ーー 形 ノ ヨ 二λ 亦 唐 於蓮
.＞、 東其 ノ 七 ，，、 成 茂 リ ノV 谷 ト プ 亙

I 

増 西中 間十南 ヌ、 イ主油 "'(: 間一 .＞、 セ

谷 断著 度北 /V 直 ノ 高 一 向 蛇 サ
坑 屠 ジ !tiff 東 ノ モ 域 山 原於 糾 腹 JV

ト 及 キ 層 又 層 東 一 ノ JI! ブ 居 ニ モ
東之 ごE 線 ノ、 向 方 於 南 沿 J、 ヲ’背 高

茂 － ー ノ ノ 西 ヲ 山 プ 方 岸 片作耕原

住 卒 J、 存 ノ 有 t由 高 摺 ーー 麻 ν 居川
ト 行 池 在 如 .A － ー 原谷 J、 ；；五, リ ヲ 沿，，．、
ノ セ ノ Jえ ヨ号 ノV 於 川問 一 ノ 第 其 岸

間 ノV 山 ノV 束 モ ブ 沿 一 背 屠ー西 ーー

ノ 断 坑 ~ 西 ノ 構 岸 .＞、 斜 向版 一 .＞、

甫 屠 ト ト 多 j邑 一直 北 屠 北 塞 向 概
北井天 ，ル、 近ク 甚 七走 四 照斜 γ 

、 、、，〆
断 ーー 戸 坑 ヨ号 持 タ 唐 十 リ 十訴屠 ア

居油卒 内居 ケ 複向度 其：度 津 ヲ東

線 ノ 坑 及 向 壁 雑北東外西川形斜、
ナ 山増 坑 ヲ 坑 ナ 七 一 一 ニ成 .A 

、
玉 リ 坑 谷外有鉛 '!) 十走 謂 ジ沿ス ノV、 、 、
ト 清 坑 ーー J毛 谷 ~11 度ノV 曲 ブ へ 漆 qo 、
ス五鉛於 ,1V 坑 チ 東 ヲ ！菅 櫛 ノV 山 ノ、
郎谷 プ ごE 清－ i也 ーー 明 ア ジ
谷坑明 ノ 五 ノ シ リ プ 暦 附 ク、

' -
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鍍本 サヨ岩富グ花互サス色分、
物恒 JV リ系附 7 両暦ノV 本ニト

少域 モ射中延タ岩；i犬ノ岩シジ
ナニ ノ出ニ及イヲノ差川 Jテア

キ於 アセモ蛇ト成貫ア片竿黒
ー寸 L 

よE ア リラペ腹脈生入ノV 麻完雲

多砥ネ~ レグ附及セヲノ岩晶母、日
少石儲 タマ近細リ成ミ、 系質線

ノ目 JV タニ 粒トセ蓋ノナ泥

黒ト質ー ヤイ額放考ノV シ正 v 石
雲稀斑 賂三者タアノ、此片ト手

母ス宇-t::J タ脈ナノ「V ノレ片南麻モノV

又ノV 正ノリアヲ麻岩岩長ョ

白 片射トプ得岩石ト石ご、
｜角色 麻出 ス ラへト ρ 其ノ燐、
閃紙 岩甚花イシ成全岩耀疏、
石密 ノジ尚ト花リー質品石

L 、、
ヲノ 成キ岩脈尚餅種全散橋

合岩 生モヨヲ岩盤．ノク花石

ミ石 嘗ノリ射ノ朕花同ス磁

石川 時ア精出向ユ i詰シノV 銭

英花 ニレ遠ス縁噴岩クモ鍍

及崩 貫トクノレ部出ヨ唯ノヲ

長岩 入モ離コニセリタニ合

石質 ヒ直 ν ト山 ；v 導剥，、ム、
ノニ ノレ接タ甚組大ヵ岩肉其 ん．

班ジ ヤ花ノV タ粒塊 v 理紅色

晶ア 明尚正多斌 ρ 其ヲ色帯

ヲ有 ナ岩片クノ印ー有ヲ線
ー寸

散色 ラ塊府L 大ペチ部セ呈白



ヲ 斜鹿 ノ

泥有 ジ 間 ごE ヲ長明本皆西モ石
、

石 エぇ 其舶 ノ ；貫棟瞭岩岩蛇ノ恭、 、
靖之幅津 タ ク 令f ヲ ノ 脈腹 ナ ノ、

石 ヲ 約間 JV ヰ三 ノ 紋噴 ト 坑 ワ 舵、 、
磁檎二 ヤ ノ 長 キ 出 ナ 並鹿長

餓成百 片斑 未 ア 棟之
，，、 リ 一 間質

鍍 ス 尺府L タ リ 鍍 ヲ プ 茂 一 又
岩橋

、
等ノV ア 明 同 山 本麻片住露 ノ、、 ー「
ノ斜リヲ ・ナ屠有巨岩麻 1孟 JV グ
副長岩、貰石，＿.， ラ堆峯域成岩域 フ

成石石 ケ ス積村 ー 生 ヲ ノ モ ノ

分及 」診、 JV 後 等於後貫池 ノ フ，、
ヲ 輝総斑 ノ － ー 7 － ー キ ノ 其 イ
交石 白棋 晴於確係 鹿 山 延 ア、 L 

フ
，、 相岩 出 プ よ‘ Lノ 間 天 長就
ー「
オ 竿脹 a，、 JV ノV ノ

フ セ ノ、 係之 ーー ヤ モ 平モ呈
、

イ ノv ~t レ〆 ーー 由 明 ノ 中 長 シ

チ飛入 JV 類 ナ ナ ノ、 小 グ 其．、，
ク 白 i- "I: .A ジ L〆 栃屋 三J 岩
」ー 、
ノ 統度 果ノv 然 ト i同等 ブ 質｜

構 ヲ 東 九‘〆， 岩・ v モ ノ 所約花
fl,; 

治呈 一 ブ 石 ト 珠鍍 q 東 尚

ヲ ジ 走 本 ーー ごE 羅床 － ー 西質
虫L 呈多 リ 岩 ジ 茂紀 ヲ 散 － ー t証
ジ少北 ト ア住居貫在走岩｜

角剥方 同 珠坑トケスリニ、
閃岩 － ー 時羅 ノ ノ リ 是 比 属、
石理念 代 紀東 闘蓋等外 ス、



坑域 Ll: 銭 ｝µ｝＇~ .ノ 成 其此

弘主 棟床 域 投ノv f汐招雨、

腹包等 ＞、 狭 i主主ー十 ;t}

坑括 舶 小紋 LIJ j!X 尺石

及ス 分津 五ナ 品坑ノ 内
ノ、

、
l有砺布町 （甲） JV 質第岩外片

谷 ~liU 三ζ ノ鎖 イL二 三石 ノ F侃 ）t軍
露同ノレ栃局 鎖ノ シ jjft モ岩線

頭域モ i同 通 ノ、 プ i国 ジ ノ中

ヲユ F鍵蛇ノ 床 H~l 長附 ア 多 z 石1-.lc’ 
ー「

合ノ、業腹、分孔[ill!} 上 石近 オ え岩及、 、

三樹上漆布 角茂 ア士服王奇

茂 il1U 之 山 表 閃住 ィ附ト、〆『＼
チ近ナ石＇＂’ 住坑 ヲ 士第 サ 石 y，呈

、 '} 

M~ 1え砺茂一 _7; 等 域ク ノ リ

域下 i同住版
Lー

ノ ノ 構モ ブ

ノ l垣阿奉 JXE 天造 ノ 噴

山本域曾照 品戸
♂，、
出、 ） 

東 坑漆布 ヲ 主fi 結踊i シ、
7支 ヲ 山村 散摺品紘槻

住合匝 ノ ス谷セ 岩 シ
、
増 、、、 域大 ノレ等ノレ 一 プ、
谷漆及富 ';'}} 一 輝底東、
坑山茂下 岩モ 石 ジ商、
鉛区住 ノ ノ 之及緑 ノ

谷域！高本 分 宗十色方、
坑 域幅 有i 類 l毛織向、
持－， ノ j宰 多ス石密

ケ漆二村 キ JV ヨ ;q犬亙

世 tll 一lぬ ノ -t ce・ リ 又 リ
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数 れ鍍ノ プ ト ノ .:r: 鎖 .＞、 J、包坑
、

種鉛床鍍諸稀少ノ 床 皆 茂括天

ノ 亜 ニ床鏑正 ナ ナ ，，、 鹿 住ス戸、 、
鍍鉛栃 d，、 床鵠カ リ

、 其 間 上是卒

床鍍 i同金 ヲ ヲ ラ然数 ノ 卒等坑 l、
，、床坑銀其失サノV 甚 製 ノ 諸 i由、
珠ニ 蛇錆合スノV ーー タ鎖錬選坑ノ、
羅土腹床有 JV ヲ地多床 場 鍍間山

紀餓坑ユ 金ノ 以表キ － ー 場 ニ坑、 、
ノ

、
屠山池漆属嫌ア ーー .:r: 於 ニ山中

‘ 

一 ノ ノ 山 ノ ナ現近古種 ブ 途錨小

経鍍山坑多 ジ放キ来類 製 リ 索尿

胎床坑増少 ユ銀皆 錬義道坑、 、
.A J、持谷 一占 セ 嬢鉛鈷｝ ニユノ長

ノV 錨 ク坑懐サ ア銅山 附準設棟｜、
下鍍壁鉛ア .JV 直 ノ 又 二え 鍍 ア村

ノ床坑谷分モユ富 セ リ 摺

本ユ清坑類奮鏡鍵銀 フ ；テ谷、 ，，句、
坑麗五跡ス採床部鉛 レ 第坑、
ノ .A 郎津 レ鍍 ノ ，、 山 タ 一清

鍍ノV 谷坑 J、跡性蹴 ト ノレ版五

床モ 坑摺天 ノ 質 ーー i-' 後傘郎、
ヲ ノ 中谷戸放 ヲ 採ア 亜照谷
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除 ト 山坑卒況比護稼 鈴其坑、

四 ケ ス屋等坑等較セ行 鍍出土、
J、而坑鍍及 ヲ 望す フ セ 以鏑 ／ 

他 ジ等床下塞照 レ ア タト ヲ跡

.... プ ノ ，、 ノ 日現 .A タ レ ノ 鹿津

皆是鍍銀本 シ ノV ノレ タ 鍍間坑

片等床鉛坑以 ＝主 ごた ノV 石又 ヲ
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及鮭見顕酸 プ 鍍天裁解形 及髄

石酸 ノV 叉鏡往床 戸酸 － ー 成 玉 ヨ 雨

方疋鏡モ 物 々 ノ 卒鏡懐 三／ 髄 リ 坑

岩物 ノ 上 脈縮坑物 リ 拓． ヲ 成 ノ

＝ド ーー 郎部閃放逸 ノ 中 プ 楠生 リ 括主、
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シ 賢官 リ 栃方 レ脈 ＿，.、 ク =i= 緑 質東 車~l

之石 洞鉛 ト 扶現現、 ノ 簾 ト 平 品
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ナ ーー 二λ ヨ .＞、 ーー ヨ セ ク モ 一 者 山

｜べ噴ノV ヲ山 ア ク ノV 分 ノ 於 ノ 岩

普出ヲ七地 リ 噴 モ 布 ナ ブ 重． ト

通堆常入ノ プ 出 ノ セ ノV d，、 嫡 ，、

i豆績 ＋ 尺緩 J、 ジ ナ JV ::1 雨 シ 調

大セ ス ーー 斜飯庚 ラ 泥 ト 者 タ 査
、

－ ー シ是達面 ーー グ ン熔 ヲ ノ JV 匝

ジ ;(: ーー ジ 一一 削本 岩如 問者域

｜屡
ノ 由 中於剥地 〆’‘、 レ 明 ノ 内京
ナ ブ ー プ セ 方

． 5.. 9 ーー 如 ーー、
浮 JV 之ニ .＞、 フ ヲ ピ惟境 ヨp ア

石 ヲ ヲ 一 殆 v 被 ~ フ 界観 リ一・ 、、，〆

砂生!I 観寸 之覆 ノ ーー ノ ア / 

屠ノV L〆 ノ 之 ヲ セ 類本存 リ ノ、
、
J、 黒－ ー 浮 ヲ 認 JV ーー 地 Jえ ト 漸

推石本色 目 メ モ ジ方ノV 雄移

移 ，、層及撃サ ノ 7 ノ ア モ ジ

一一ニ
O



一一戸一

ト ーー 並本 － ー 劣 プ 本

ア 殆走鑓露 ト 異 山、
リ ト ジ ニ頭 ナ j£ ノ、
岩直七四 ノ ノV 鍍鍍

屋立十郎認 ノ 脈床五
坑 シ度鎚 メ 観 － ー d，、

方若内及 フ ア 属砂

面ク 外西 ノV リ ス岩鍍、 、
ーー J、 ノ 山 、 鎖ー及床
於南角坑 モ脈般粘線

ブ 谷度 ノ ノノユ板

本 ヲ 方自 山数粘岩読

枝鎚以賀紋頗板屠

谷 ーー ブ 鎚無ノV 岩 ノ

ヨ 見北等鎚多 中裂、
リ ノV 方 南 シ ーー 緯

立 ヲ3 一 v 谷 ト ア 中

神如傾 ブ 本雄 リ 一’ 
議ク 斜西鎚 モ プ 鎖、
一一 ー－ ＿；主 北肥 目 ，，、 石
至部ノV 西後下鎚 ノ

JV 升 ヲ ヨ 鎚採立充、
-.守 南普 リ 園掘貧L填
プ 方通東牙 セ v 三J

鏡 ト 南鎚 フ プ タ、
脹念ス 東薄 v 鍍 ノV

ノ 斜 Lノ ノ 見或石 モ
露ス ト 方鎚

＿，、
よE ノ、

頭ノV モ 向元地亦 ーー、
ヲ ヨ時 ーー 山表貧 ジ

ーー 難 セ 本 A 

過 ナ フ 屠ノV

キ ノV L’ ノ、 ＝＝ 

A ヲ 各其 ト

以所分 ア

ブ ーー 布 リ

地分匝

質離域

圃 ミ／ 頗

上 プ JV 

ーー 出康
，，、 現 号／

車 A ト、
－ ー ！糧難
本 プ モ． 
暦其比

ノ 分較

和布的

康 I高 薄
ク 域屠

存 ヲ ナ

在精ノV

セ 細 ヲ

JV ーー 以

部 書j プ

牙 コζ 多

ヲ JV ク

万三 ::r ノ、

セ ト 制

ノV 困剥



ヲ 、 少穆岩岩 ナ

以如 シ Jζ 屋屋 JV 
、

ブ 、ン ク 本疏坑 =(: 

、
充断南断水 － ー ノ
填層方屠道 ，，、 ，、

司z ，、 J、 鏡 恐

フ 殆其地沿脈 フ

L〆 ト 端表 ヒ 殆 ク

稀直 ヲ ーー 略 ト 断

ーー 立起 =(: 東直 層

石 ジ ジ所北角 隙

英中高地 主r 東 ーー 〆’‘、
’~ 

ヲ 二珊 ーー ーー 交 ロ
円ー

合尺 山 露走 JV ~ 
c 

、、・． 乃部 出 レ ー一 、、句『_, 

殆 至落 .A JV 二二 ナ、
ト 四 ノ 之モ ノ JV 

金尺中 ヲ ノ 断I ，、、、
麗其央追 ナ 屠 るノ

鍍間 ヲ 跡 リ ア、
物際通 .A 之 リ、
ノ J、 ジ JV ヲ 就

存粘東 ーー ｛院

在土谷岩 リ 最

ヲ 及 ーー 谷 ーー 大

主H主；~・.. 母蓮疏第 ナ

メ 岩 Jξ 水一 JV 

二人 ノ JV 坑断 ごを
、
次砕 よE 口 屠 ノ

屑 ノ ノ ト .＞、

’恰 ナ 鍍鏡・へ

=(: 司z 脈脈 ヨF

角ノV ノ ノ、 所

盤部 南蹴 ナ

岩分盤 /f・ リ

放 ヲ ，、 品目 ト

ヲ 目 概小 三毛

呈撃 ネ ー

Jミ ズ剣、
ジ

ノV 其然 プ

＝’ 他 三／ 中高

ト 紋且一

ア 無 ヅ す

リ鎚盤乃、
之 面至

ヲ 於平五

以 ケ ？骨寸

プ JV － ー ヲ
観 :JJ シ 普

レ虫.II ブ 通
.＞、 ク 時 ト

鍵母 ーー ミノ

石岩鏡稀

ヲ ノ、‘ 肌 一

充毘 ，，、B －ー・ぴ〕

填砕 ー円穴一前 一一一

セ セ
。コ
尺F，、

JV ラ
己口l. 
、、，〆

裂 ν 欣違
；庫 プ ヲ J毛

、

本迫

鑓跡

.:. ス

多ノV

ク ::r 

其 ト

分 ヲ

枝得、
貼鋳

近脈

傍 .＞、

ノ、 屡

一支

般脈

ーー ヲ

鍍派

石出

豊 _A. 

、
宮就

ーー 中

三／ 紋

プ 無

採鎚、
撫南

上谷

大本

ーー 鎚

注及

意元

J屯 山

一一ー一ーー
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ミノ リ ヲ 成 脈要 故 J屯 本整 方之 7 生、
プ 錫充 v 石ス － ー v 山位 － ー ヲ プ Jえ

、．，〆 、
存鍍填ノV J、断 竪 ト ーー セ と以 d，、 某

在 ノ、 ジ ＝宝 主屠 入 モ ア JV 動 プ 其喰

Jζ 他 プ ト こユ J、 ノ 幸 リ ヲ セ 観東議

ノV ノ 出 ア 石今 多 ーー ブ 圭JZ シ ν 仰l ヒ
ゴ 硫現 リ 英日 ク 両首 ..＞、 J.,, コ ，，、 北 ノ

、
ト イと ス 石 ョ極 J、 記母 ト 第方紙

ア 鍍 レ英 リ メ 之諸岩 明 一 一 態
リ 物 ト ..＞、 成ア 一 断極 ナ 及麹 ヲ
、
叉 ト 4:: 鍍 リ必 沿屠メ リ 第位検、
屡共一脈 粘要 ヒ ア ア 其二 ミノ Jえ

、

鏡 ーー モ ノ 土ノ ブ 9 竪 他断 第 戸〆

脈脈永南 及モ 掘 プ 硬 第屠二 ，ユ

ノ 石績盤 母ノ 撃其 ーー 一 間 断第一

殆 中 セ － ー ，~ －一 セ 裂 v 断 ノ 唐 二

ト 一 .A 帯 ノ属 フ 際 プ 居地 － ー 間
全或多般 砕ス L〆 J、 之 一 塊沿

屑
，戸、

部 J、 ク ヲ 但軟 ヲ 泊 ，，、 ヲ ？｝ミ

ヲ 」砂、 ナ ヲ ジ弱掘 ヲ 一 プ セ

充塊破 ジ 雑 崩 ナ 進 プ 時 ノ、 ノV '

填 ヲ 砕時 J、、 潰 JV Jえ モ ーー 其 カ

ジ ナ ジ ト 叉 .A 物ノV 西二 西如

プ ジ プ ジ 屡 JV 質 － ー 側尺側 ク
雨或粘 プ キ占 ヲ ヨ 頗 ノ 乃 北第

盤 ノ、 士 ノ、 土 以 リ JV  多至 方一

ユ’細 ト 鎮 ノ 7 成 因 少七 ‘F『 断

薄 f廉混脈 、、司． 支 v 難 北入 襲屠

キ ヲ 在会 ヨ 柱 JV ヲ 方尺位 一．． 

キ占 ナ セ 部 り ヲ カ Fま 北 .A 沿
、

一一一一剖



多鍍ス 中 、喝、 シ石 ヲ ジ襲岩近其土、 、
少石 鍍 白 而片頴無質屋家鑓若

趣 J、 若雲 シ ヲ f競数 ジ坑極幅 ク

キ 錫 ク 母 プ 合鏡 ノ オく － ー メ 一 J、

ヲ 石 ノ、 及裂有下裂成於ア 二石

異ス＝、 志置~· 
下線｛廉ス 一 f廉岩 プ 稀 寸英、
鍍泥 中其検縦特 .＞、 ナ ヨ ヲ

ト 石 ーー 盤 二λ 横徴鍍 リ リ 有

疋u王s 」， 稀 ノ、 J、質 JV 一 ノ 日展 五ス

屋 ーー エ九 屡錫 J主 一 走砕 ノ 寸ノV

鍍 ジ ノV f手鍍ノV 多 9 屑南 内 ::t 

一 プ εE 岩及 ヤ グ 硫的盤 外 ト

ア 之 ノ 中硫長 ~，、 化構 ヲ ーー ア

リ － ー J、 － ー 化石失鎮造成 逮 9 、
ブ 随 硫 モ 鍍先成物 ヲ セ 三／ 是

イ宇 イと存物 ツ ノ 之失 JV 壬目色 L〆

葉、ス 鎖在 ノ 分石 ヲ ヒ 砂 時郎

銭 JV ノ セ 外解英充淡岩 d，、 チ

鍍鍍 奇岨 リ 白 シ ヨ タ 線 ノ、 屡本、
最物 傑現雲次 り シ色ー 之山

-'(; J、 ヲ 今 f手 － ー 成錫 ヲ 尺 ーー 一、
普岩 有本線石 リ 石帯乃 逢於

通屋 三毛 山泥英屡 ヲ ヒ 至 著 ケ、
ーー 西 JV 石 エ本合 タ 四 セ ノV

ジ 山 母於稀及来有ノレ尺 リ 富
五

プ 雨 Z邑且玉, プ ーー フ ノ ...A 経 ノ ト 鍍、
其坑 一 採盤モ 石此質 間 云帯

他 － ー 外鍍石 ノ 英鮭岩著 J、、 ーー

白 於 ナ セ ヲ 、 及質 － ー 三／ ト ジ

母三官守 プ フ ノV 合虫n長岩イとク モ プ



今面 粒種錫 ヨF 現錫 ン メ ＝宝 ジ 、

諸 － ー 徴 ，、 鍵絶 出鏡グ ;7. ト 又 主晶、 総、 、
外卒 小品 ，＞、 ヱL 白、ュ，，， ，＞、 ;7. 明 ア 多西泥

闘行 ナ 粒塊 プ タ 数 プ 治 ν 少 山石

－ ー セ リ 梢状之 レ年 ン 四 ト ノ 坑 ア、 L. 

於 JV 何大 ヲ ヲ ト 前 ヲ 十 ごE 方 ーー ') 、
ケ 野 レ 一 ナ 見 モ マ認 一葦鉛 ア 又
JV 開 モ 濃 シ J屯 近 プ メ 年 シ 鍍 リ 稀、

錫精 錐褐之又来産 タ t背後 ヲ プ ーー

鏡著 柱色 ヲ 歩産 出 v 水生件 J、 黄

床 ジ ノ ノ 頴留 出 セ ト 技 ノ フ 黄銅、
ノ ク 来不徴 リ ;7. JV モ 自前 ごE 時銭鍍、

現稀 形純鏡 モ ノV モ 其 ノ ノ ト 鎮閃

出 － ー － ー 物下前 モ ノ 存 ま禾 ナ ジ ノ 亜

朕 ，＞、 三／ ヲ － ー 者 ノ ，＞、 在 集 リ ブ 外鉛司．

態隻 プ 合検 多 ノ セ
ー寸

鍍ーー d，、
タ
ノ、 ーー

司．

ヲ 日日目 一有 J主 比蹴 ク紙 JV ン 鍍多輝

見 ヲ 般 ジ ノV ;7. ネ ..＞、 明 鏡 グ脈量安、
JV ナ 一 方え ーー レ友黒 ナ 石 ;7. 

一 セ 短色無 ..＞、 色色 フ 一 ブ g;磁母
多ノV 柱 ノ 数稿 ヲ ヲ 二九 ノ、 ン 隙硫尼

L. 

ク ごE 成穂 ノ 劣呈帯 芳、鍍 ーー 錨鎖、
J、 ノ ノ J、 結 L〆 ジ ヒ 析 ，＞、 白 鍍硫

花 ヲ 品 淡晶 肉屡 ノ未雲及枇

同認 癖緑褒 ト 日民 品

岩 ム ヲ 色合云 的族 果其；ノ亜鏡
、

石 有 ヲ 手／ フ 結 ヲ 少存存鉛及、

英 三毛 帯黒 一 晶 ナ 量在在鍵盤、
珪E 又 ヒ 色般 ノ ジ ノヲスヲ石

岩 柱品 女日
「 l

ノ 、F也－ プ タ認ノV 混ヲ
、
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岩 ζε 進紋 シ’ － ー 鍍四 シ 時疏鍍本 セ

ナ 之 セ 無 ア 沿 脈十 ブ J、 水脈山 ナ

リ ヨ リ 鑓肥 ヒ J、米通小選 ノ J，、
、
’”‘、

断 9 第 一一 後 プ 幾ユ 洞坑 ノ 上元

屠元一曾．鑓北 何 ジ ト 道開部鵡、
ノ 山版 ジ 園東 ごを プ ナ 一 撃 J、年

粘本塁基掘分 一 ナー ジ 過 ト 阪代

板鎚照準錨掘 ク小運 キ ナ － ー ヨ、可 ． 
岩 ノ 地 ヲ 約準 シ石搬す リ 採
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